
令和２年度 令和３年度

目標 実績 元年度 30年度 29年度 目標 目標

（１）行政との情報交換会議 4回 ６回
総務、企画財政及び産業振興の３課と行政の取り組み、岩手医科大学附属病院開院及び町内土地利用等の
地域動向について担当課との情報収集及び共有を行った。また、矢巾町議会建設常任委員会とは、商工業
者への支援のあり方等について情報交換会を開催した。

Ａ D C 4回 4回

（２）金融機関との情報交換会 2回 3回
４行及び日本政策金融公庫と地域内小規模事業者の動向（創業状況を含む）や空き店舗・土地等の利活用
状況の情報収集及び共有を行った。また、各金融機関とは個々に情報共有を図りながら創業者への支援を
図った。

Ａ Ａ A 2回 2回

（３）矢巾町企業連絡会との連携による情報
収集

1回
（部会3回）

3回
   企業連絡会の総会において、地域内動向について情報収集及び共有を行った。さらに、大家業で組織される
分科会及び矢幅駅前屋台村の運営をするヤハバックス㈱との情報交換会を行い市場ニーズ等の共有を図っ
た。

Ａ Ｂ B
1回

（部会3回）
1回

（部会3回）

（４）行政と連携した通行量及び空き店舗の
各調査

2回 1回
岩手医科大学附属病院開院後に中心市街地や駅西の通行量（継続実施）を調査し、今後の地域活性化のた
めの基礎データを収集した。今年度から行政と協議の上、年１回の計画で実施した。 Ａ Ｃ C 2回 2回

（１）経営分析の対象となる小規模事業者へ
の巡回訪問による意向把握

200件 270件
現状の経営状況や課題等の把握を行うとともに、各種補助金等の周知を行い、事業計画策定の意思を把握し
た。 Ａ Ａ C 200件 200件

（２）ヒアリング等を活用した経営実態の把
握・分析

200件 270件 上記項目時にヒアリングし、各事業所の経営実態を把握した。 Ａ Ｃ C 200件 200件

（３）収集した情報による経営分析の実施及
び活用

100件 121件
貸借対照表の必要性、簡易財務分析を行うとともに、資金調達を希望する事業者に対しては、売上・原価率・
自己資本比率・返済力についての資料作成を行った。 Ａ Ａ C 100件 100件

（４）経営分析セミナーによる自己分析能力
の向上支援

1回 1回
ネットde記帳利用者（代行及び自計の両者）等を対象にセミナーを1回開催。（10月）
セミナー終了後、個社支援により対応した。（１０件） Ａ Ａ E 1回 1回

（１）巡回・窓口相談時の事業計画策定意識
づけ

120件 109件
前年度決算書の詳細説明時に現状把握とともに、各種補助金等の周知を行い、事業計画策定の意思を把握
した。 Ｂ Ａ A 120件 150件

（２）経営力向上・経営計画策定セミナー 2回
（支援数50件）

5回
（支援数66件）

専門家を活用して集団4回（74名うち、57名策定）、個別1回（9名うち9名策定）のセミナーを開催し、経営計画
の策定を支援した。 Ａ Ａ A

2回
（50件）

2回
（70件）

（３）創業支援セミナー 1回 1回
セミナーは開催しなかったが、個者支援により事業計画策定（11件）を行った。その結果、10件の創業につな
がった。 Ａ Ａ A 1回 1回

（４）事業継承・後継者育成個別相談 4回 10回
個別相談会の開催はしなかったが、巡回により対象事業所の調査（20件）及び実現に向けた計画策定（10件）
を行った。 Ａ Ａ D 4回 4回

（５）財務諸表の理解度向上セミナー 1回 １回
ネットde記帳利用者（代行及び自計の両者）等を対象にセミナーを1回開催（10名）。個別対応としての支援
は、確定申告時期の税務支援の中で行った。（109名） Ａ Ａ D 1回 1回

（６）事業マッチング機会の場 2回 2回
ビジネス連携交流会を開催（12事業所参加）し、事業マッチングの場を提供した。マッチングには至っていない
が、事業者間の人的ネットワークを形成できた。特産品協力会（10事業所）により県内及び首都圏への販路開
拓事業を実施し、内部会議等でマーケティング戦略等について学ぶ機会を提供した。

Ａ Ａ C 2回 2回

（１）事業計画策定フォロー及びフォロー回
数

50件
（200回）

31件
（311回） Ａ Ｂ A

50件
（200回）

50件
（200回）

（２）経営革新認定事業者数 6件 3件 経営革新認定は3件であった。 Ｃ Ａ D 6件 6件

（３）持続化補助金等申請支援者数 30件 22件
経営計画策定事業者数の内、販路開拓に向けた補助金申請支援（22件）を行った。２件は盛岡商工会議所
管轄の会員事業所であったが、フォローまで本会で支援した。 Ｂ Ｃ D 30件 30件

（４）小規模事業者経営発達融資制度申請
者数

1件 0件 周知により利用を促したが利用者０名。金利の面からマル経資金の活用であった。 Ｄ Ｄ D 1件 1件

（１）矢幅駅前地区の商業集積に出店予定
小規模事業者に対する需要動向調査

1回 1回
矢幅駅前屋台村への出店予定者に対する動向調査として矢巾町と連携し、駅利用者数及び周辺施設の利用
客の客層などについて市場調査を行った。 Ａ Ｄ E － 1回

（２）山ぶどうの加工品などに関する需要の
拡大に係る調査

12回
（5件）

16回
（6件）

特産の一つである山ぶどうを活用した商品のＰＲのための場の提供は、物産展等に出展（12回）した。また、特
産品協力会では、県内（3回/海フェスタｉｎふだい、産技短文化祭、矢巾町秋まつり）及び県外（1回/モリハチ
祭り）の物産展等に出展した。その際に、来訪者を対象に調査（アンケート）を実施した。（調査サンプル数180
枚）

Ａ Ｂ C 12回
（5件　300～500）

15回
（5件　300～500）

（３）外部機関から入手する情報
6回

（50件）
6回

（60件）
部会やまちづくり会社、大家業を対象としたセミナー等において、ＰＯＳデータ等の外部データを入手し、情報
提供を行った。 Ａ Ａ A

6回
（50件）

6回
（50件）

（１）全国連ＳＨＩＦＴの活用
50件
（5件）

2件
（0件）

ＳＨＩＦＴが令和2年3月末で運用が終了するため、グーペへの活用を商工会ニュース（毎月1回発行）等で行っ
たが2件の掲載であった。 Ｄ Ｃ E

50件
（5件）

50件
（5件）

（２）地元農産物を活用した特産品の普及拡
大

－ － 春まつりや秋まつりの場で町と連携して普及拡大に努めた。 - Ｄ D － －

（３）既存・新たな特産品普及拡大
2回

（20件）
3回

（9件）

既存商品の販路拡大を目的に町内・盛岡市の各イベントに参加するとともに、首都圏への販路拡大と新商品開発のヒントを得るために
「モリハチ祭り（東京都文京区）」で2事業者が参加し販売会を開催した。併せてアンケート収集（サンプル数50枚）も行い、今後の商品
開発や市場把握につながったが、新商品開発には至っていない。回数は、県内3回、県外1回

Ａ Ｃ D
2回

（20件）
2回

（20件）

Ⅰ．経営発達支援事業の内容

３．事業計画策定支援【指針②】

４．事業計画策定後の実施支援
【指針②】

５．需要動向調査 【指針③】

６．新たな需要の開拓に寄与する
事業 【指針④】

実績

事業計画策定後の巡回・窓口での支援を行った。フォロー方法としては、主に巡回（頻度　約3ヶ月に1回）を
中心に行い、案件によっては専門家を活用したり、日本政策金融公庫や地元金融機関と連携をするなど、的
確な支援を行った。
②創業者に対しては、計画的な経営を可能とするために計画書の策定支援を行った。また、出店場所を見つ
ける際には、町内不動産業者及び町内金融機関と連携し町内での創業が実現できるように支援を行った。（4
社）
③事業マッチング実現に向けた事業計画書の見直し案件は、前項でも明記したとおり、マッチングまでには
至っていなかったことから、作成実績は0件となった。

≪評価基準≫ Ａ：目標を達成することができた（100％以上）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（80～99％）
Ｃ：目標を半分程度しか達成することができなかった（30～79％）
Ｄ：目標をほとんど達成することができなかった（30％未満）
Ｅ：未実施（0％）

【矢巾町商工会】経営発達支援事業　評価シート

評価
事業 項目

元年度

２．経営状況の分析【指針①】

１．地域の経済動向調査【指針
③】
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≪評価基準≫ Ａ：目標を達成することができた（100％以上）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（80～99％）
Ｃ：目標を半分程度しか達成することができなかった（30～79％）
Ｄ：目標をほとんど達成することができなかった（30％未満）
Ｅ：未実施（0％）

【矢巾町商工会】経営発達支援事業　評価シート

令和2年度 令和3年度

目標 実績 元年度 30年度 29年度 目標 目標

（１）イベントの連携実施 1回 3回
役場及び（協）盛岡卸センターと連携して開催し、地域貢献はもとより、小規模事業者に対して販売機会を提供することが
できた。特にも特産品を取り扱う矢巾特産品協力会及び矢巾観光開発㈱（第三セクター）の販売機会を支援することがで
きた。

Ａ Ａ A 1回 1回

（２）地域賑わい創出事業 4回 2回
矢幅駅前活性化を図るために旧駅前商店会会員事業所及び町の複合施設やはぱーくと連携するとともに、駅周辺小規
模事業者も巻き込んでイベントを開催した。やはぱーく主催イベント2回 Ｃ Ｃ C 4回 4回

（３）矢巾町プレミアム商品券発行事業 １回 1回
矢巾町からプレミアム付商品券発行に伴う事務委託を受け販売から換金までの事務の一切を行った。商品券
取り扱い事業所数は149事業所であった。 Ａ Ｅ E 1回 1回

令和2年度 令和3年度

目標 実績 元年度 30年度 29年度 目標 目標

（１）商工団体・商工会議所との情報交換 2回 2回
小規模事業経営改善貸付協議会の場を活用して、他地域の既存小規模事業者の動向、創業・事業承継及
び指導案件事例についての情報収集・共有を行った。 Ａ Ａ A 2回 2回

（２）関係支援機関への定期的訪問 4回 2回
いわて産業振興センター（2回）を訪問し、助成金等のノウハウについて情報共有して小規模事業者支援に活
用した。 Ｃ Ｃ C 4回 4回

（３）金融機関との情報交換
12回（公庫）

2回（銀行）

12回（公庫）

1回（銀行）

公庫による金融特別相談会（毎月第3水曜日）及び地元4行との情報交換会の場で小規模事業者の現状の情
報収集や、資金調達に関するノウハウ等について情報共有し、小規模事業者の支援に役立てた。 Ａ Ａ A

12回（公庫）

2回（銀行）

12回（公庫）

2回（銀行）

（４）まちづくり会社との情報交換及び連携 4回 4回
まちづくり会社であるヤハバックス㈱と矢幅駅前活性化についての情報交換（2回）及び複合施設やはぱーく
の事業を連携して開催（2回）することで、中心市街地の活性化に努めた。 Ａ Ａ A 4回 4回

（１）岩手県商工会連合会研修 － －
全職員を対象に、岩手県商工会連合会の職員向けセミナー、中小企業基盤整備機構の各種セミナー等の参
加を通じて資質向上に取組んだ。 Ａ Ａ A - -

（２）職員会議 12回 12回
毎月1回（月初）、職員会議を開催し、個々が抱える課題の共有と解決策の検討を行い、事業遂行の円滑化を
図った。 Ａ Ｂ B 12回 12回

（３）ＯＪＴの強化による能力向上 随時 随時
全職員に新たな業務を経験させ、オールラウンドプレーヤーに育成するために事務分掌の見直しを図るととも
に、新たな業務や高度な案件については、指導員が中心となって支援して能力向上の実現に努めた。 Ａ Ｃ C 随時 随時

（２）専門家派遣同行による能力向上 20回 4回
高度な案件に対して派遣した専門家に同行して、新たな知識の習得や指導手法を学び能力向上に努めた。
また、士業の方々と情報交換会を年3回開催し、ワンストップで対応できる体制の構築に向け取り組んだ。 Ｂ Ａ B 20回 20回

（１）各種事業（セミナー及び研修会等）にお
けるアンケートの実施による事業検証

随時 10回 Ａ Ｂ B 随時 随時

（２）事務局事業評価会議 2回 1回 Ａ Ｃ C 2回 2回

（３）矢巾町商工会あり方検討委員会での事
業実施状況・見直しの検証

1回 1回 Ａ Ａ A 1回 1回

（４）本会三役会においての評価・見直しの
検証

2回 1回 Ａ Ａ A 2回 2回

（５）会員への報告 1回 1回 Ａ Ｂ - 1回 1回

（６）事業結果の公表 随時 1回 Ａ Ｂ - 随時 随時

商工会の発達計画担当者により平成30度の結果から令和元年度の目標の見直し、事務局や三役会におい
て、進捗状況の確認及び事業内容の検証を行った。

次年度（令和2年）の総会終了後、会員等に報告する。（令和2年７月発行の会報で周知予定）

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組

Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組

１．地域経済活性化事業

１．他の支援機関との連携を通じ
た支援ノウハウ等の情報交換

２．経営指導員等の資質向上等

評価

評価

総合評価

B

３．事業の評価及び見直しをする
ための仕組み

事業 項目
元年度

実績

事業 項目
元年度

実績
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